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○国語科の「書くこと」「読むこと」，数学科の「数と
式」「資料の活用」の領域で成果がみられる。
○授業ではある程度の理解を示し，課題解決する
こともできる。

基礎的・基本的な知識・技能を身につけることができてい
る。

定期テストの，基礎的・基本的な問題
の正答率を75％以上にする。

具体的方策（教員の取組） 取組指標

課
　
題

○家庭での主体的な学習習慣が身についていな
い生徒が多く，基礎学力がなかなか定着しない。

中間期の見直し 取組状況 達成状況

那賀町立木頭中学校
「学力向上実行プラン」

平成２８年度

①基礎的・基本的な知識・技能を身につけさせる学習の強化
②根拠を明らかにして自分の考えを説明する能力を身につけた生徒の育
成
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中間期の見直し

よ
　
さ

○授業中は進んで発表し，課題に意欲的に取り組
む。
○生徒数が少なく，生活の中で一人一人が活躍す
る場面が多い。

自分の考えを，根拠や理由を明らかにしながら説明した
り，書いたりして伝えることができる。

「自分の考えを他の人に説明したり，文
章に書いたりすることができた」と答え
る生徒の割合を80％以上にする。

 　　　　　上山　恭史

（１）基礎的・基本的な知識・技能の習得

児童生徒の状況 具体的目標（目指す子供の姿） 成果指標

・生徒が主体的に発
言したり，活動したり
できる機会を増や
す。
・行事ごとに感想文
を書かせ，表現の機
会を増やす。

①道徳で毎時間１人１回は発言させる。１分間スピーチをす
る。
②週末課題や宿題として活用した。

①話す活動は少なかったが,意見を言うことへの抵抗感は減っ
た。
②学年によってばらつきがあった。意識付けをさせると良かっ
た。

取組状況

（２）知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況 具体的目標（目指す子供の姿） 成果指標 中間期の見直し

具体的方策（教員の取組） 取組指標

課
　
題

○自分の体験や感想・意見を話したり，書いたりし
て伝えることに苦手意識をもっており，特に「書くこ
と」に関する力が弱い。

①道徳・特活・総合を含む学習活動の中で，自分の考えを
筋道を立てて文章に書く・表現する機会を意図的に設け
る。
②新聞のコラムの感想を書く。

①自分の考えを筋道だてて表現する機
会を1週間に１回以上行う。
②毎週１回行う。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況 具体的目標（目指す子供の姿） 成果指標

よ
　
さ

○読書の時間は集中し，休み時間も読書する生徒
が多い。
○生活や授業の規律がほぼ守られており，授業で
は意欲的に取り組む。

将来の夢や目標をもち，主体的に家庭学習や課題に取り
組むことができる。

「将来の夢や目標をもっている」「主体
的に家庭学習に取り組むことができた」
と答える生徒の割合を60％以上にす
る。

課
　
題

○自ら課題を見つけ、主体的に学習に取り組む態
度が身についていない。
○新聞やニュースを見ることが少ない。
○将来の夢や目標をもっている生徒が少ない。

３月２月９月 １０月 １１月 １２月３月

取組指標

８月

①授業の最初に目標の確認，最後に振り返りを行う。
②家庭学習の手引きを配布し，勉強の仕方を教える。
③キャリア教育を充実して，将来の夢や目標をもてるよう
な授業を行う。

①目標確認・振り返りを毎時間行う。
②年度初めに全校集会で行う。
③１か月に１回は将来の夢や目標を考
えさせるような授業を行う。

６月 ７月 １月

B

①読み書きのドリルや小テスト等で，繰り返し学習する。
②ＴＴや再テストで，学習が遅れがちな生徒の支援を行
う。
③各教科で計画的に宿題を出す。
④テスト勉強時間を設け，勉強の仕方を指導する。

・継続して取り組む。
・テスト前に，家庭学
習時間の個人目標を
立て、達成できたか
を確認する。

①授業だけに限らず,スピーチや生活記録jなども活用する。討論のように司会者や提案者をたてる活動を行う。
②全体で取り組めなかったが,週1回を定着させれば,読む力・書く力が確実につく。誤字脱字のチェックを徹底する。

取組状況

４月

①授業の目標を必ず提示する。はじめ１０分を復習にあてる。
③授業や学校行事,面談を通して,よく考えさせる。
　学級便りでも,生徒がよく考える機会になるような情報提供を
する。

①振り返りはできたが,目標が確認できないこともあった。復習
の時間　で下学年の内容も思い出すことができた。
②基礎学力テストの前に自分の学習の特性を考えさせた。
③教科書の内容を脱せなかった。回数が少なかった。

具体的方策（教員の取組）

①その後の支援不足で，テストの点には結びつかなかった。
②教科によるが，学力向上につながった生徒もいた。実験な
ど。
③毎時間はできなかった教科もあった。
④テストで類似問題を出したが，正答率はそれほど高くなかっ

①新しく習ったことを授業終わりに小テストにした。
②T２を活用しながら机間巡視などを多くし，支援を行った。
③単元が終わるごとに課題を出した。毎時間はできなかった。
④帰り学活で各定期テストごとに行った。

校長

達成状況

達成状況

４月 ５月

①②各教科で計画的に行う。
③５教科で毎授業10分程度の宿題を出
す。
④テスト１週間前から放課後２０分間行
う。

B

・継続して指導する。
・提出するためだけ
に提出物をこなすの
ではなく，効果的に
復習できるように指
導する。

①授業時間の中では,振り返りの時間が十分にとれないこともあるので,ノートの隅などに,その授業の反省などを書か
せる。
②全体で決まった宿題をこなすだけでなく,生徒一人一人に応じた宿題の形を考える。
③思考力・判断力をつけるためにも,授業の内容だけではなく,実生活に結びつけられるように内容を工夫する。
　授業以外でも。（１分間スピーチや,提示されたテーマについて生活記録に自分の意見を書いてくる,など。）

①１０問テストを単元終了後，定期的に行う。合格点に満たない生徒に対しての再テスト,補習を行う。
②TTの指導の目的を明確にし，効果的な指導を行う。（ノートチェックなど）T1,T2で役割分担などの打ち合わせの時
間をとる。
③毎時間は多く,１０分では短いので,曜日によって教科を変える等の工夫が必要。
④間違った問題の振り返りを確実にさせる。テスト前だけでなく通年でしても良い。

C

全国調査
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